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概況：景気は緩やかに持ち直し 日本

景気 企業 外需

雇用
所得 家計 物価

鉱工業生産は、弱含み

第３次産業活動はサービスを中心に持ち直し

消費は振れを伴いながらも緩やかに増加

住宅着工は年率80万戸前半で推移

企業物価の伸びは高止まり

消費者物価は前年比３％台後半に到達

景気動向指数は、一致指数、先行指数ともに低

下

失業率は２％台半ばで推移

名目賃金の伸びは物価を下回る状況

※シャドー部は景気後退期。

海外経済は減速も、輸出は底堅く推移

輸入は内需の回復を受け、高水準で推移
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企業の景況感は製造業が悪化、非製造業は改善

◆企業の景況感は二極化

日銀短観の2022年12月調査では、大企

業・製造業の業況判断ＤＩは前回調査対比

▲１％ポイントと４四半期連続の低下。原

材料コストの増加により石油・石炭製品や

紙・パルプなどの素材業種を中心に景況感

が悪化。

一方、大企業・非製造業の業況判断ＤＩ

は同＋５％ポイントと３四半期連続で上昇。

水際対策の緩和によるインバウンド需要の

急回復などを受け、宿泊・飲食サービスな

ど消費関連の景況感が大幅に改善。

◆輸出は緩やかに増加

実質輸出は緩やかに増加。品目別にみる

と、半導体需要の循環的な落ち込みにより、

電子部品・デバイスは弱含み。一方、供給

制約が緩和した自動車が復調しつつあるほ

か、世界的に堅調な設備投資を背景に資本

財も増加。

◆サービス業の経済活動は持ち直し

2022年10月の第３次産業活動指数は前月

比＋0.2％と２ヵ月ぶりの上昇。インバウン

ド需要の増加に加え、旅行支援の適用地域

が全国に拡大されたことを受け、対面型

サービス業が急回復。

大企業の業況判断ＤＩ
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高水準の企業収益に支えられ、設備投資は先行きも増加 日本

◆企業収益は高水準を維持

法人企業統計によると、2022年７～９月

期の経常利益は前期比▲5.3％と４四半期

ぶりの減益となったものの、高水準を維持。

円安による海外子会社からの配当増が海外

展開が進む大企業の営業外収益を押し上げ。

ただし、既往の円安や資源高による原材料

高が収益の下押しに作用しており、価格転

嫁が十分でない中小企業の収益環境は悪化。

先行き、企業収益は高水準で推移する見

通し。円安の一服で、営業外収益の押し上

げ幅が縮小するものの、コスト増大圧力が

弱まるため、中小企業でも収益環境が改善

に向かう見込み。

◆設備投資への積極的な姿勢は不変

設備投資は増加基調を維持。2022年10月

の形態別の設備投資をみると、建設投資は

伸び悩んだ一方、ソフトウェア投資や機械

投資が堅調に推移。

先行きの設備投資も増加する見通し。日

銀短観の2022年12月調査では、今年度の設

備投資が大きく増加する計画に変更なし。

サービス需要の回復に伴い、これまで投資

が控えられてきた対面型サービス業でも設

備投資が増加する見通し。また、脱炭素化

やデジタル化を目的とするコロナ後を見据

えた投資意欲も旺盛。
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雇用情勢は改善傾向、先行きは大企業を中心に賃上げ 日本

◆強まる人手不足感

雇用情勢は改善傾向。2022年11月の失業

率は2.5％と前月から低下。新規求人倍率が

上昇を続けるなど、人手不足感が強まる状

況。日銀短観の雇用人員判断ＤＩによると、

宿泊・飲食、建設、運輸などを中心に人手

不足が深刻化しており、全産業の人手不足

感はコロナ前と同水準に。

先行き、経済活動の正常化に伴い、雇用

情勢は一段と改善する見通し。一方、労働

力率はすでにコロナ前の水準を回復してお

り、女性や高齢者による追加的な労働供給

の余地は限定的。今後は、労働需給のひっ

迫が一段と強まる見込み。

◆大企業を中心に賃上げの動き

2022年11月の現金給与総額は前年比＋

1.0％と、引き続き増加。コロナ禍で大きく

落ち込んだ対面型サービス、運輸などの賃

金上昇が全体をけん引。大企業を中心に、

物価高に対応したインフレ手当を支給する

動きも。

先行きは、足元の物価高を踏まえたベア

の広がりや人手不足感の深刻化を受けて、

幅広い業種で賃金が上昇する見込み。2023

年の春闘賃上げ率は、昨年を0.5％ポイント

上回る＋2.7％と予想。ただし、当面は収益

環境が悪化している中小企業で慎重な賃金

設定スタンスが維持される見通し。
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過剰貯蓄と物価高対策に支えられ、個人消費は持ち直し 日本

◆感染再拡大がサービス消費の重しに

個人消費は回復が足踏み。2022年11月以

降、新型コロナの感染が再拡大したことに

より、人出が減少しており、サービス消費

が弱含み。もっとも、重症化率が抑えられ

ているほか、ウイズコロナの生活様式が定

着していることなどを受けて、大幅な落ち

込みは回避。一方、財消費は底堅く推移。

百貨店の高級品などが高い伸びを維持した

ほか、乗用車販売も増加基調を維持。

◆過剰貯蓄と物価対策が下支え

先行きの個人消費は、感染状況が落ち着

くにつれて、サービスを中心に再び回復に

転じる見込み。旅行や交通、外食などの対

面型サービス消費は依然としてコロナ前の

水準を大きく下回っており、回復余地は大。

１月10日に旅行支援策が再開されたことも、

サービス消費の回復を支える見込み。

物価高が家計の購買力を下押しする一方、

コロナ禍のサービス消費抑制により積み上

がった過剰貯蓄や、政府の物価高対策が消

費回復の下支えとなる見込み。マクロで見

た過剰貯蓄は、勤労者世帯で平均60万円、

引退世帯で同70万円弱と、物価高による年

間負担増加額の７～８倍に積み上がってい

る状況。また、政府による電気・都市ガス

などの負担軽減策も、低所得世帯を中心に

物価高の悪影響を緩和する見込み。
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日本

◆訪日外客数が急増

新型コロナの水際対策が昨秋大きく緩和

されたことを受けて、インバウンド需要に

本格回復の兆し。訪日外国人は、2022年11

月に93万人とコロナ前の４割程度の水準ま

で増加。世界の航空需要予測などを参考に

すると、訪日外客数は2023年末には年率換

算で2,000万人を超える水準まで回復する見

通し。

足元の訪日客数を地域別にみると、中国

を除く東アジアからの回復が顕著。とりわ

け韓国、台湾、香港などからの訪日客が大

きく増加。東アジア以外では、米国やシン

ガポールなども回復が先行。

◆2023年のＧＤＰを0.4％押し上げ

円安の影響で一人当たりの旅行消費単価

も増加。訪日外国人一人当たり消費額と為

替レートの関係をみると、円安が進行する

ほど消費額が増加する傾向。新型コロナ流

行前と比べて円安が進行しているため、多

くの外国人にとって日本の物価は割安に。

2023年はインバウンド消費の復調がわが

国の景気回復を後押しする見通し。訪日外

国人の増加と旅行単価の上昇を勘案すると、

2023年のインバウンド消費額は3.1兆円とな

り、名目ＧＤＰを0.4％程度押し上げると試

算。この試算では、中国人観光客が夏場以

降に回復すると想定しているが、中国人訪

日客に対する水際対策が長引く場合、イン

バウンド消費額が下振れる可能性がある点

に要注意。

トピック：インバウンド需要に本格回復の兆し
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（資料）日本政府観光局、IATA、ICAOを基に日本総研作成
（注）予測は世界の航空旅客者数などを参考に試算
（注２）中国人観光客は2023年6月から回復が開始すると仮定。
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（資料）日本政府観光局、Bloomberg L.P.を基に日本総研作成
（注）訪日外国人消費動向調査における一人当たり旅行支出（一

般客）とドル円相場の組み合わせをプロットしたもの。 期間は20

10年から2019年。2023年のドル円相場は日本総研予測。

（一人当たり旅行支出、万円）

（ドル円相場、円/ドル）

2023年予測

1ドル＝130.3円

2019年（コロナ禍前）

１ドル＝109.3円
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0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

2022 2023

付加価値創出額（左目盛）

付加価値創出額対名目GDP比(右目盛）
（兆円）
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（注）付加価値創出額は2019年延長産業連関表を基に試算。

二次波及効果までを含む。
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GDP押し上げ効果

＋0.4％

インバウンド需要による付加価値創出額
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11月の訪日外国人数と回復率
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(株)日本総合研究所 日本経済展望 2023年1月

日本

◆為替レートの急変動により高まる不確実性

為替レートが急激に変動。2022年初に１

ドル＝115円前後で推移していたドル円レー

トは、日米の金融政策を巡る思惑などから、

11月に150円台と1990年以来の円安水準に達

した後、130円台へ円が急反騰。2022年のド

ル円レートのレンジ（高値と安値の差）は

37円と1986年以来の大きさに。

為替レートの急変動は、為替レート予測

の不確実性を高め、企業の意思決定に影響

を与える可能性。日本銀行によれば、足元

にかけて想定為替レートのばらつきが企業

間で拡大しており、その標準偏差は過去20

年の平均と比べて２円近く上昇。これは、

為替レートの不確実性が大幅に高まってい

ることを示唆。

◆GDPを▲0.9％下押しするインパクト

為替レートの不確実性の高まりは輸出や

設備投資を下押しする傾向。試算によると、

想定為替レートの標準偏差が１円大きくな

ると、輸出計画は▲3.2％ポイント、設備投

資計画は▲3.8％ポイント減少。

日銀短観の2022年12月調査では、今年度

の輸出計画と設備投資計画はともに例年に

比べて高い伸び。もっとも、為替レートの

不確実性が輸出計画を▲2.6％ポイント、設

備投資計画を▲2.7％下押ししている可能性。

これは経済成長率を▲0.9％押し下げるイン

パクト。今後も為替レートの不確実性が高

い状態が続けば、景気回復の勢いを欠くこ

とに。

トピック：為替レートの不確実性の高まりが輸出や設備投資を下押し
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（資料）日本銀行を基に日本総研作成
（注）棒グラフは月次データの高値と安値。
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為替レートの不確実性が事業計画に与える影響

（資料）森川 (2015) 「為替レート予想の不確実性と輸出」、RIETI 
Discussion Paper Series 15-J-051を基に日本総研作成

（注１）想定為替レートの標準偏差が1円拡大した場合の企業活動へ

の影響試算。
（注２）輸出・設備投資計画を被説明変数、①想定為替レートの変化

幅、②想定為替レートの標準偏差などを説明変数。値は②の

係数。推計期間は2000年度上半期～2019年下半期。
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（資料）日本銀行を基に日本総研作成
（注１）企業規模・産業別。
（注２）年度上期の６月調査、年度下期は12月調査の値。
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（資料）日本銀行を基に日本総研作成
（注１）白抜きマーカーは、2022年度の想定為替レートの標準偏差が

例年の水準であった場合の推計値。

（注２）設備投資額は土地投資額を含む。

【輸出額】 【設備投資額】
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(株)日本総合研究所 日本経済展望 2023年1月

経済活動の正常化が景気回復の支えに 日本

わが国主要経済指標の予測値（2022年1月16日時点）

（資料）内閣府、総務省、経済産業省、財務省など

を基に日本総研作成

海外経済の前提 過去の実質ＧＤＰ予測値

◆インバウンド需要の回復が景気を押し上げ

2022年10～12月期は、サービス輸入の反

動減に加え、インバウンド需要の急回復に

より、高めの成長が実現した模様。

１～３月期以降は、経済活動の正常化に

伴い、わが国の景気は回復する見通し。イ

ンバウンド需要が本格回復するほか、個人

消費もサービス関連を中心に増加する見込

み。物価高が家計の購買力を下押ししてい

るものの、コロナ禍で積み上がった家計の

貯蓄や、電気代・ガス代の負担軽減など政

府の物価高対策が悪影響を緩和。

設備投資は増加基調が続く見通し。脱炭

素化に向けた環境投資や省力化を目的とす

る情報化投資など、コロナ後を見据えた投

資需要が旺盛。高水準の企業収益が続くこ

とに加え、企業が保有する現預金が積み上

がっていることも、資金面から設備投資を

押し上げ。

◆2023年度の成長率は＋1.5％

2022年度の成長率は＋1.7％と、コロナ

禍による落ち込みからのリバウンドを背景

に高めのプラス成長となる見通し。2023年

度は＋1.5％、2024年度は＋1.3％とゼロ％

台半ばの潜在成長率を上回る見込み。

(前年比､％) (前年比､％)

2022年 2023年 2024年 2022年度 2023年度 2024年度

（予測） （予測）

 米国 2.0 1.1 1.5  　 10月号 1.9 1.4 

 ユーロ圏 3.4 0.3 0.9  　 11月号 2.0 1.5 

 中国 3.3 4.9 5.1  　 12月号 1.7 1.5 1.3 

(四半期は前期比年率、％、％ポイント)

2022年 2023年 2024年 2025年

7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3 4～6 7～9 10～12 1～3

（実績） （予測） （予測）

 実質ＧＤＰ ▲ 0.8 3.6 2.0 1.2 1.1 1.2 1.1 1.2 1.4 1.5 1.5 1.7 1.5 1.3 

 個人消費 0.5 1.0 1.6 1.1 1.0 1.0 1.1 1.2 1.3 1.3 1.4 2.4 1.1 1.2 

 住宅投資 ▲ 2.0 3.6 3.0 2.5 0.8 0.2 0.0 ▲ 0.1 0.0 ▲ 0.1 0.0 ▲ 4.0 1.7 0.1 

 設備投資 6.2 2.4 3.3 3.1 3.0 3.0 3.0 2.7 2.6 2.8 2.9 3.4 3.2 2.8 

 在庫投資 (寄与度) (    0.4) (▲ 0.3) (    0.0) (    0.0) (    0.0) (    0.0) (    0.0) (    0.0) (    0.0) (    0.0) (    0.0) (    0.3) (▲ 0.0) (▲ 0.0)

 政府消費 0.5 0.2 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 1.1 0.1 0.1 

 公共投資 3.8 3.0 2.0 1.6 1.4 1.2 1.2 1.0 0.8 0.8 0.8 ▲ 2.6 1.8 1.0 

 純輸出 (寄与度) (▲ 2.5) (    3.2) (    0.2) (▲ 0.2) (▲ 0.1) (▲ 0.1) (▲ 0.1) (    0.0) (    0.1) (    0.2) (    0.2) (▲ 0.4) (    0.1) (    0.0)

 輸出 8.6 8.0 2.6 1.1 1.8 2.0 2.0 2.8 3.5 4.0 4.2 5.4 3.0 2.9 

 輸入 22.7 ▲ 5.0 1.5 2.0 2.2 2.1 2.3 2.4 2.5 2.8 3.0 7.0 2.2 2.4 

（前年同期比、％）

 名目ＧＤＰ 1.3 3.3 3.8 3.4 4.5 2.2 1.7 1.8 2.2 2.6 3.4 2.3 3.3 2.2 

 ＧＤＰデフレーター ▲ 0.3 1.4 1.4 2.0 2.5 0.9 0.5 0.6 1.0 1.3 2.0 0.6 1.7 1.0 

 消費者物価指数 (除く生鮮) 2.7 3.8 2.9 2.4 1.6 1.1 1.8 1.5 1.6 1.4 1.6 2.9 1.7 1.5 

(除く生鮮、エネルギー) 1.6 2.9 3.0 2.3 1.6 0.9 1.0 1.2 1.4 1.5 1.7 2.1 1.5 1.5 

 鉱工業生産 4.3 0.8 3.3 7.1 1.7 4.2 1.6 1.2 1.4 1.6 2.1 1.2 3.6 1.6 

 完全失業率　　　　　(％) (％) 2.6 2.5 2.5 2.5 2.4 2.4 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.6 2.4 2.3 

 円ドル相場 (円/ﾄﾞﾙ) 138 141 132 131 129 128 127 125 124 124 123 135 129 124

 原油輸入価格 (ﾄﾞﾙ/ﾊﾞﾚﾙ) 112 99 83 87 90 90 92 92 91 90 89 101 90 91

2024年度2023年度2022年度
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(株)日本総合研究所 日本経済展望 2023年1月

価格転嫁の動きは継続、日銀の政策修正で長期金利は上昇 日本

◆強まる企業の価格転嫁姿勢

2022年11月のコアＣＰＩは前年比＋3.7％

と、日銀の物価安定目標である２％を大幅に

超えて推移。昨秋にかけての円安や資源高に

よる輸入コストの上昇が価格に転嫁され、幅

広い財品目で高めの伸びが続いているほか、

サービスでも、外食などを中心に徐々に値上

げの動きに広がり。

コアＣＰＩの伸びは、2023年２月以降に

ピークアウトする見込み。これは電気・ガス

代の負担軽減策が消費者物価を▲0.9％ポイ

ント程度押し下げることが主因。生鮮食品と

エネルギーを除いた日銀版コアＣＰＩの伸び

は春ごろまで拡大すると予想。今次局面では、

過去に比べて企業が仕入価格の上昇を販売価

格に転嫁する動きが強まっていることが背景。

2023年後半には、原材料高の価格転嫁の動

きが落ち着く一方、賃金上昇によるインフレ

圧力が徐々に強まる見込み。

◆変動許容幅拡大で長期金利は上昇

日銀は、2022年12月の金融政策決定会合で、

債券市場機能の改善を理由に、長期金利の変

動許容幅を±0.5％に拡大。これを受けて、

長期金利は＋0.4％台へ上昇。

先行きを展望すると、日銀の見解では2023

年中の物価安定目標の達成は見通せないもの

の、引き続き市場機能の改善を理由に、夏場

にかけて再び長期金利の変動許容幅を

±0.75％に拡大すると予想。これに伴い、長

期金利は＋0.5％超で推移する見通し。
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(株)日本総合研究所 日本経済展望 2023年1月

内外市場データ（月中平均）
短期金利

無担O/N ３ヵ月 ６か月 ２年 ５年 10年物 2年物 10年物 短期 長期 ￥／＄ ￥／Eur 日経平均 TOPIX ＦＦ O/N ﾕｰﾛ３ヵ月 10年国債 ＮＹダウ ﾕｰﾛ３ヵ月 10年国債

（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （NY終値）（NY終値） 株価 （ポイント） （％） （％） （％） 工業株 （％） （％）

（円） （ドル）

19/3 ▲ 0.05 0.03 0.09 ▲ 0.03 ▲ 0.02 0.13 ▲ 0.16 ▲ 0.04 1.48 1.00 111.13 125.58 21414.88 1602.83 2.41 2.61 2.57 25722.62 ▲ 0.31 0.06

19/4 ▲ 0.07 0.05 0.10 ▲ 0.02 ▲ 0.01 0.13 ▲ 0.15 ▲ 0.04 1.48 1.00 111.69 125.46 21964.86 1618.12 2.42 2.59 2.53 26401.58 ▲ 0.31 0.01

19/5 ▲ 0.05 0.05 0.10 ▲ 0.03 ▲ 0.02 0.11 ▲ 0.16 ▲ 0.06 1.48 1.00 109.98 122.99 21218.38 1547.17 2.39 2.53 2.39 25744.79 ▲ 0.31 ▲ 0.08

19/6 ▲ 0.06 0.04 0.10 ▲ 0.09 ▲ 0.09 0.04 ▲ 0.21 ▲ 0.13 1.48 1.00 108.07 122.06 21060.21 1540.08 2.38 2.40 2.07 26160.10 ▲ 0.33 ▲ 0.27

19/7 ▲ 0.07 0.04 0.11 ▲ 0.09 ▲ 0.10 0.03 ▲ 0.20 ▲ 0.14 1.48 0.96 108.25 121.38 21593.68 1573.16 2.40 2.29 2.05 27089.19 ▲ 0.37 ▲ 0.34

19/8 ▲ 0.05 0.04 0.09 ▲ 0.13 ▲ 0.16 ▲ 0.06 ▲ 0.27 ▲ 0.22 1.48 0.95 106.23 118.16 20629.68 1501.08 2.13 2.16 1.62 26058.23 ▲ 0.41 ▲ 0.63

19/9 ▲ 0.06 0.01 0.06 ▲ 0.13 ▲ 0.14 ▲ 0.04 ▲ 0.29 ▲ 0.22 1.48 0.95 107.51 118.34 21585.46 1579.13 2.04 2.13 1.69 26900.21 ▲ 0.42 ▲ 0.57

19/10 ▲ 0.03 0.01 0.05 ▲ 0.13 ▲ 0.13 0.00 ▲ 0.27 ▲ 0.16 1.48 0.95 108.16 119.61 22197.47 1617.12 1.83 1.98 1.70 26736.80 ▲ 0.41 ▲ 0.45

19/11 ▲ 0.05 0.02 0.05 ▲ 0.06 ▲ 0.05 0.07 ▲ 0.20 ▲ 0.09 1.48 0.95 108.91 120.32 23278.09 1697.37 1.55 1.90 1.82 27797.05 ▲ 0.40 ▲ 0.33

19/12 ▲ 0.04 0.02 0.05 ▲ 0.01 0.01 0.11 ▲ 0.12 ▲ 0.01 1.48 0.95 109.11 121.26 23660.38 1724.59 1.55 1.91 1.86 28167.01 ▲ 0.40 ▲ 0.27

20/1 ▲ 0.03 0.02 0.09 ▲ 0.00 0.01 0.09 ▲ 0.13 ▲ 0.01 1.48 0.95 109.28 121.35 23642.92 1719.06 1.55 1.82 1.76 28879.99 ▲ 0.39 ▲ 0.27

20/2 ▲ 0.02 0.02 0.09 ▲ 0.05 ▲ 0.07 0.02 ▲ 0.16 ▲ 0.06 1.48 0.95 110.03 120.00 23180.37 1669.97 1.58 1.68 1.51 28519.73 ▲ 0.41 ▲ 0.43

20/3 ▲ 0.05 0.01 0.08 ▲ 0.11 ▲ 0.10 ▲ 0.01 ▲ 0.21 ▲ 0.02 1.48 0.95 107.69 119.08 18974.00 1385.57 0.65 1.10 0.88 22637.42 ▲ 0.42 ▲ 0.52

20/4 ▲ 0.04 ▲ 0.00 0.09 ▲ 0.04 ▲ 0.05 0.02 ▲ 0.14 0.01 1.48 1.06 107.80 117.18 19208.36 1412.35 0.05 1.09 0.65 23293.90 ▲ 0.25 ▲ 0.43

20/5 ▲ 0.04 ▲ 0.04 0.07 ▲ 0.04 ▲ 0.05 0.03 ▲ 0.15 ▲ 0.00 1.48 1.06 107.22 116.93 20543.26 1488.06 0.05 0.40 0.67 24271.02 ▲ 0.27 ▲ 0.50

20/6 ▲ 0.05 ▲ 0.05 0.05 ▲ 0.03 ▲ 0.03 0.06 ▲ 0.14 0.02 1.48 1.05 107.61 121.14 22486.93 1585.75 0.08 0.31 0.72 26062.27 ▲ 0.38 ▲ 0.40

20/7 ▲ 0.04 ▲ 0.07 ▲ 0.02 ▲ 0.04 ▲ 0.04 0.04 ▲ 0.13 0.03 1.48 1.05 106.72 122.44 22529.47 1560.76 0.09 0.27 0.62 26385.83 ▲ 0.44 ▲ 0.46

20/8 ▲ 0.04 ▲ 0.07 ▲ 0.02 ▲ 0.03 ▲ 0.03 0.05 ▲ 0.11 0.04 1.48 1.01 106.05 125.44 22901.45 1595.08 0.10 0.25 0.65 27821.37 ▲ 0.48 ▲ 0.47

20/9 ▲ 0.05 ▲ 0.06 ▲ 0.05 ▲ 0.05 ▲ 0.04 0.03 ▲ 0.13 0.03 1.48 1.00 105.61 124.48 23306.95 1632.81 0.09 0.24 0.68 27733.40 ▲ 0.49 ▲ 0.49

20/10 ▲ 0.04 ▲ 0.06 ▲ 0.05 ▲ 0.05 ▲ 0.04 0.05 ▲ 0.12 0.03 1.48 1.00 105.21 123.80 23451.44 1629.03 0.09 0.22 0.78 28005.10 ▲ 0.51 ▲ 0.57

20/11 ▲ 0.04 ▲ 0.06 ▲ 0.05 ▲ 0.05 ▲ 0.04 0.04 ▲ 0.13 0.03 1.48 1.00 104.41 123.60 25384.87 1714.50 0.09 0.22 0.87 29124.04 ▲ 0.52 ▲ 0.57

20/12 ▲ 0.04 ▲ 0.06 ▲ 0.05 ▲ 0.05 ▲ 0.04 0.04 ▲ 0.12 0.02 1.48 1.00 103.76 126.32 26772.95 1780.72 0.09 0.23 0.92 30148.58 ▲ 0.54 ▲ 0.57

21/1 ▲ 0.03 ▲ 0.06 ▲ 0.05 ▲ 0.06 ▲ 0.04 0.05 ▲ 0.12 0.04 1.48 1.00 103.72 126.29 28189.06 1842.18 0.09 0.22 1.06 30821.35 ▲ 0.55 ▲ 0.53

21/2 ▲ 0.03 ▲ 0.06 ▲ 0.05 ▲ 0.04 ▲ 0.01 0.12 ▲ 0.11 0.09 1.48 1.00 105.37 127.44 29458.80 1911.21 0.08 0.19 1.24 31283.91 ▲ 0.54 ▲ 0.39

21/3 ▲ 0.03 ▲ 0.06 ▲ 0.05 ▲ 0.04 0.00 0.15 ▲ 0.13 0.11 1.48 1.00 108.72 129.37 29315.30 1947.82 0.07 0.19 1.60 32373.29 ▲ 0.54 ▲ 0.32

21/4 ▲ 0.03 ▲ 0.07 ▲ 0.05 ▲ 0.03 0.00 0.13 ▲ 0.12 0.10 1.48 1.00 109.03 130.52 29426.75 1941.37 0.07 0.18 1.62 33803.29 ▲ 0.54 ▲ 0.28

21/5 ▲ 0.04 ▲ 0.07 ▲ 0.05 ▲ 0.03 0.00 0.12 ▲ 0.12 0.09 1.48 1.00 109.15 132.61 28517.09 1908.12 0.06 0.15 1.61 34270.31 ▲ 0.54 ▲ 0.17

21/6 ▲ 0.04 ▲ 0.07 ▲ 0.05 ▲ 0.03 ▲ 0.01 0.10 ▲ 0.11 0.06 1.48 1.00 110.15 132.63 28943.23 1953.44 0.08 0.13 1.51 34289.91 ▲ 0.54 ▲ 0.21

21/7 ▲ 0.05 ▲ 0.07 ▲ 0.05 ▲ 0.03 ▲ 0.03 0.05 ▲ 0.12 0.03 1.48 1.00 110.23 130.35 28118.76 1931.88 0.10 0.13 1.31 34798.80 ▲ 0.55 ▲ 0.35

21/8 ▲ 0.05 ▲ 0.07 ▲ 0.05 ▲ 0.02 ▲ 0.02 0.05 ▲ 0.12 0.02 1.48 1.00 109.84 129.27 27692.73 1931.13 0.09 0.12 1.28 35243.97 ▲ 0.55 ▲ 0.46

21/9 ▲ 0.03 ▲ 0.07 ▲ 0.05 ▲ 0.00 0.01 0.09 ▲ 0.12 0.05 1.48 1.00 110.17 129.62 29893.57 2063.04 0.08 0.12 1.36 34688.42 ▲ 0.55 ▲ 0.30

21/10 ▲ 0.04 ▲ 0.07 ▲ 0.05 0.01 0.04 0.14 ▲ 0.10 0.09 1.48 1.00 113.17 131.28 28586.20 1991.44 0.08 0.13 1.58 35055.52 ▲ 0.55 ▲ 0.15

21/11 ▲ 0.05 ▲ 0.07 ▲ 0.05 0.01 0.03 0.12 ▲ 0.11 0.07 1.48 1.00 114.06 130.12 29370.61 2022.87 0.08 0.16 1.56 35848.57 ▲ 0.57 ▲ 0.25

21/12 ▲ 0.04 ▲ 0.05 ▲ 0.05 0.00 0.02 0.11 ▲ 0.10 0.06 1.48 1.00 113.93 128.84 28514.23 1976.98 0.08 0.21 1.46 35641.33 ▲ 0.58 ▲ 0.31

22/1 ▲ 0.04 ▲ 0.05 ▲ 0.03 0.04 0.08 0.19 ▲ 0.07 0.14 1.48 1.00 114.86 130.00 27903.99 1954.51 0.08 0.26 1.76 35456.14 ▲ 0.56 ▲ 0.06

22/2 ▲ 0.04 ▲ 0.05 ▲ 0.03 0.08 0.14 0.28 ▲ 0.03 0.21 1.48 1.08 115.23 130.70 27066.53 1917.67 0.08 0.43 1.93 34648.48 ▲ 0.53 0.21

22/3 ▲ 0.03 ▲ 0.05 ▲ 0.03 0.08 0.15 0.32 ▲ 0.03 0.20 1.48 1.10 118.70 130.77 26584.08 1885.51 0.20 0.84 2.12 34029.74 ▲ 0.50 0.33

22/4 ▲ 0.03 ▲ 0.05 ▲ 0.00 0.10 0.21 0.42 ▲ 0.05 0.24 1.48 1.10 126.41 136.53 27043.33 1902.34 0.33 1.11 2.75 34314.99 ▲ 0.45 0.79

22/5 ▲ 0.03 ▲ 0.05 ▲ 0.01 0.10 0.20 0.41 ▲ 0.06 0.24 1.48 1.10 128.79 136.28 26653.77 1879.00 0.77 1.48 2.89 32379.46 ▲ 0.39 1.00

22/6 ▲ 0.04 ▲ 0.01 0.02 0.13 0.25 0.49 ▲ 0.06 0.24 1.48 1.18 134.15 141.71 26958.39 1895.96 1.21 2.00 3.13 31446.71 ▲ 0.24 1.50

22/7 ▲ 0.01 ▲ 0.01 0.04 0.11 0.20 0.43 ▲ 0.07 0.23 1.48 1.20 136.65 139.15 26986.74 1908.46 1.68 2.61 2.89 31535.32 0.04 1.14

22/8 ▲ 0.02 ▲ 0.02 ▲ 0.02 0.10 0.18 0.38 ▲ 0.09 0.20 1.48 1.20 135.36 137.02 28351.67 1964.16 2.33 2.95 2.89 33009.56 0.40 1.11

22/9 ▲ 0.05 ▲ 0.01 ▲ 0.02 0.15 0.28 0.53 ▲ 0.07 0.25 1.48 1.24 143.21 141.78 27418.99 1922.22 2.56 3.45 3.51 30649.56 1.01 1.83

22/10 ▲ 0.05 ▲ 0.02 ▲ 0.02 0.16 0.31 0.60 ▲ 0.04 0.25 1.48 1.25 147.13 144.84 26983.20 1894.99 3.08 4.14 3.97 30570.68 1.43 2.20

22/11 ▲ 0.06 ▲ 0.02 ▲ 0.02 0.16 0.31 0.62 ▲ 0.04 0.25 1.48 1.25 142.06 144.99 27903.32 1967.73 3.78 4.65 3.87 33417.96 1.83 2.07

22/12 ▲ 0.06 ▲ 0.01 ▲ 0.01 0.24 0.45 0.75 0.00 0.33 1.48 1.25 134.90 142.86 27214.69 1934.71 4.10 4.74 3.62 33482.26 2.06 2.13

米国市場 欧州市場ﾕｰﾛ円（TIBOR） 円・円スワップ 国債 プライムレート 為替相場 株式相場
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